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：市教委の対応

：市の対応

資 料 １－３

「いじめ防止対策推進法」及び「八戸市いじめ防止基本方針」
に基づく重大事態対応フロー図

令 和 4 年 5 月 31 日
福 祉 政 策 課

発生の報告：第一報

調査組織設置
学校いじめ防止等対策委員会を母体とし、

必要に応じ第三者を加える

いじめを受けた児童生徒及びその保護者に情報提供

調査結果を八戸市教育員会に報告

調査結果を市長に報告

八戸市いじめ問題専門委員会
中立性・公平性を確保した附属機関である八戸市いじめ問題専門委員会が

調査内容や方法を審議し、教育指導課を中心に対応する

法第２８条第１項

いじめ調査専門部会

学校及び教育委員会における調査結果について、再調査するため

専門部会を開催し、事務局が運営する再調査グループ（庁内関係課）

による調査内容の審議、関係者への聞き取り調査等を行う

重大事態

の発生

八戸市教育委員会
調査の主体を判断する

重大事態の発生を

市長に報告

八戸市教育委員会が調査主体
○学校の調査主体では、重大事態への対処及び同種の事態の発生の

防止に必ずしも十分な結果を得られないと判断した場合

○学校の教育活動に支障が生じるおそれがあるような場合

学校が調査主体
市教委の指導・助言

八戸市教育委員会

事実関係を明確にするための調査

市長

八戸市虐待等防止対策会議

学校及び教育委員会における調査結果について、

再調査するため専門部会長が部会を招集

法第３０条第２項
八戸市虐待等防止対策会議の

答申内容について議会に報告

法第３０条第３項

諮問 答申

再調査を命じた場合

招集 報告


